
夏
目
激
石
参
考
文
献
目
録

刃E

山

夏
目
激
石
参
考
文
献
目
録
(
平
成
日
年
・

2
0
0
4
年
)

単
行
本
の
部

① 

野

宗主

JlI 

② 

斉

目泰

明

③ 

制明
μ

広

④ 

安
藤
文
人
研
究
代
表
者

戸ご1
~ノ⑤ 

鎌iZ
A 市

号山
文
化育

学童向

館昌明

中

⑦ 

中末山

;11村影

冬

彦

直

人

)

秀

夫

⑧ ⑨ 

i工fti 司

著

『
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
と
『
明
暗
』

「
腕
力
」
の
決
断
の
物
語
』

鶴
童
日
院

本

日券

正
川
τ

千ロ

-
m
l
小
説

研
究
成
果
報
告
書

①
平
日
H

・
9
・

m

¢
図
録

白

a
h
r丘団
S
E
R
F巧
出
口
切
。
M

山岡町、
A
b
t
b

司
同
』
向
。
同
h
h
h』hhCH~〈
K

山
口
。
~
〈
~
足
。
之
、
~
S
N
円
。
旬
。
w
h
3
4
N
)

ミ
同
(
リ

hi『同
qM山K
A

J

円色。

d
E
-
4
2巳
守

口

品

『

2
H
V
F
ロ
ロ
何
回
同
⑦
・
宮
田
可
N
C
φ
日
(
戸
〕
冨
-
)

著

『
激
石
と
行
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』

文

芸

社

著

『
贋
作
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
殺
人
事
件
』
(
集
英
社
文
庫

や
お
1

集
英
社

「
夏
目
激
石
の
作
家
的
出
発
に
お
け
る
同
時
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
小
説
の
影
響
」
安
藤
文
人

著

『
夏
目
激
石
の
修
善
寺
』
(
新
一
訂
版
)

平

η
・
1
・
1

平
口
・

2

‘日

平
口
・

3

・ぉ

平
げ
・

3

徽
石
山
一
房
の
日
々
」

(
私
家
版
)
静
岡
新
聞
社
発
売
平
口
・

4
・ぉ

平
げ
・

4
・
m

f福

『
夏
目
激
石

鎌
倉
山
芸
術
文
化
拡
興
財
凶

鎌

倉

文

学

館

著

「
徽
石
異
説
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
練
想

指
導
力
不
足
教
員
と
し
て
の
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
文
芸
社

著

「
『
こ
、
ろ
』
補
遺

碧
天
金
口

あ
の
世
に
お
け
る
K
の
独
向
。
ま
た
は
後
れ
た
遺
書
」

平
打
・

5
・日

平
口
・

5

・
m
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⑮ 

牧

⑪
 

ネナ

健

郎

佐

藤

良

雄

野
上
記
念
法
政
大
学

能

楽

研

究

所

⑫ ⑬ 

鷲宮夏

回目本

⑭ ⑮ 

石

⑬ 

出

小激ナ
嫡リ
太Eコ

原

千

口

⑫ 

不
知
火
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

(
畑
有
三
監
修
)

水

川

隆

夫

⑮ ⑮ 

角

@ 

f余

③ 

(
岩
波
書
庖
)

② 

j尺群
馬
県
立
土
屋
文
明
記
念
館
編

予主

@ @ 

佐
々
木 ) 11 

書

秋i王庖
前…十者

彦

③ 

不
知
火
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

(
畑
有
三
監
修
)

出
口
律
男
・
瀬
崎
圭
二
注
釈

@ 

英雅

著

『
新
聞
記
者

訂7

夏
目
激
石
』
(
平
凡
社
新
書

著

『
思
い
出
す
ま
ま
に
激
石
・
芭
雀
…
・
リ
ラ
ダ
ン
・
東
京
外
語
の
人
々

編

「
新
作
能
〈
草
枕
〉
の
再
演
能
劇
化
さ
れ
た
激
石
の
詩
」

著

『
こ
こ
ろ
』

平
凡
社

」
日
本
古
書
通
信
社

野
上
記
念
法
政
大
学

能

楽

研

究

所

小
学
館

著

「
「
こ
こ
ろ
』

大
人
に
な
れ
な
か
っ
た
先
生
』
(
理
想
の
教
室
)

『
激
石
の
「
仕
事
」
論
人
生
、
窮
ま
れ
ば
仕
事
』
長
田
小
嫡
太
(
人
間
哲
学
〉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
怠
)
彩
流
社

み
す
ず
書
房

著著

『
夏
目
激
石
が
面
白
い
ほ
ど
わ
か
る
本
』

日
オヌ
名
作三

ズ

第

巻

宙E中
経
出出
版版

編

『
夏
目
激
石
と
そ
の
時
代
」
一
マ
ン
ガ
で
読
む
か
ら
同
白
い
'

平
口
・

6
-
m

平
口
・

6
・
日

平
口
・

6
・
ぉ

平
17 

7 

1 

平
口
・

7
・
7

一rjh
月
j
a

・
ヲ
/
4

・
ハ
H
V

一、一

τ
1
ム

，

1
ょ

平
げ
・

7
・口

平
げ
・

8
・
6

編

加

)

平

凡

社

平

日

・

8
-
m

『
激
石
の
「
こ
こ
ろ
」
』
(
ピ
ギ
十
]
ズ
ク
ラ
ン
ツ
ク
ス
近
代
文
学
編
)
(
角
川
文
庫
川
)
切
干
吉
点
時
前

5
8
お

明

治

書

院

平

口

・

9
・
ぉ

著

「
夏
目
激
石
「
こ
、
ろ
」
を
読
み
な
お
す
』
(
平
凡
社
新
書

『
激
石
と
子
規
の
漢
詩
対
比
の
視
点
か
ら
』

著

『
激
石
自
筆
原
稿
そ
れ
か
ら
』

(
付
十
川
信
介
著
「
歎
石
自
筆
原
稿
「
そ
れ
か
ら
」
解
説
」
)

『
激
石
と
寅
彦
』

『
夏
目
激
石
激
石
山
一
房
の
日
々
」
(
第
口
回
企
画
展
)

著

『
濁
歩
と
撤
石

汎
神
論
の
地
平

編

『
夏
目
激
石

徳
田
秋
声
』
(
ま
ん
が
日
本
の
文
学
)

田
山
花
袋

『
取
石
文
学
全
注
釈
叩

「
彼
岸
過
迄
」
」

岩
波
書
庖

沖
積
会
口

群
馬
県
立
土
屋

文
明
記
念
館

宙2翰
Z林
出書
版房

若
刊
早
書
房

平
げ
・

9
・
幻

げ
「
巧

i

ハリ

l
L

-

i

y

i

1

よ

一

一

J
P
J

【

/
4

ハH
V

F

h

υ

工

1
よ

1

i

1

よ

平
17 

11 

1 

↓

L

門

J

1

よ

〉

〉

工

1
よ

1
i

，‘

三

円
i

1
よ

》

》

王

1
よ

1
i

，
a

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

漫
画

②
平
日
・
5

・
m

漫
画

76 -

角
川
ソ
フ
ィ
ア
丈
庫
山

一それから}原稿の複製版

②
平
日
・
9

・
m

コ
一
P
7
4金

9

司
黍

/¥一斗

1

4

2

R

多

漫
画



⑧ 

飯

⑮ 

山

⑮ 

佐

@ 

相P

@ 

中

② 

島

事井

著

『
激
石
の
〈
明
〉
、
激
石
の
〈
暗
〉
』

『
激
石
の
転
職
運
命
を
変
え
た
四
十
歳
』

著

『
激
石
の
セ
オ
リ
ー

著

『
文
学
論
』
解
読
」

み
す
ず
書
房

壬
ノ
古
日
比
十
ム

時木、

u
i
f

『
吾
輩
は
シ
ャ

l
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
で
あ
る
』
(
小
学
館
ミ
ス
テ
リ
ー
幻
)
小
学
館

ぉ、つふ、つ

著

『
チ
ベ
ッ
ト
語
に
な
っ
た
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
中
同
青
海
省
草
原
に
播
か
れ
た
H
本
訪
問
の
草
山
と
渓
谷
社

司
出
口
問
問
司
角
川

著

g~ 
コロ
同同・

5宮
古で円

D-.t:r. 
o. 
'-ロー-『
ぴ)0
t:r.i 
E r ぶ..，.
υ畏i
S ~ 
白『
国

::fZ 
~・印
、-守 Fート
巳由
..，.~ 
担。

自ト寸
o...::r< 
吋同

~.~ 
el ~ 
UコtTl 

Eミ
言「ヒロ
岳S
「可
止

さ
」
叫
『
同
町
田
」
も
』

NhS司

本

!帳

藤

裕

子

広

司

キナ

三七
日

広

/ヘ

ぜJ

雑
誌
特
集
の
部

② 

草
枕

③ ④ 〆A
Uノ

特
集
夏
目
激
石
(
夏
目
激
石
・
則
天
去
私

⑥ ⑦
 
特
集

③ ⑨ 

ジ
ェ
ン
ダ

l
で
読
む
夏
目
激
石

激
石
が
歩
い
た
東
京

米
朝
の
歌
舞
伎

⑩
「
円
」
第
山
号

④
「
く
ま
も
と
激
石
倶
楽
部
・
会
報
」

「
松
山
坊
っ
ち
ゃ
ん
会
会
報
」
創
刊
号

③
「
サ
ラ
イ
」
お
巻
9
号

⑮
「
解
釈
と
鑑
賞
」
叩
巻
6
号
(
制
)

①
「
会
報

激
石
丈
学
研
究
」
創
刊
号

「

N
H
K
知
る
を
楽
し
む
な
ん
で
も
好
奇
心
」

1
巻
7
号

⑪
「
門
」
第
日
号

②
「
会
報

激
石
文
学
研
究
」

2
号

鎌
倉
激
石
の
会

V
「門
i

可

1

η

4

一、一

1

1

i

1

i

n

L

一
/
斗
門

i

1

ょ

nv

工

1
よ

1ム

η
J

E
l
門

i

・っ
μ

・ハ
υ

て一

1
よ

1
よ

1
i

zi円
i

つμ

ハU

一一

1
3
A

司

4

4

1

4

ム

σ「月
i

・っ
ω

・ロ
υ

て一

1

i

1

よ

1
i

N
C
C印

く
ま
も
と
激
石
倶
楽
部
平
口
・

3
-
汎

平
ロ
・

3
・
3

4
号

小
学
館

松
山
坊
っ
ち
ゃ
ん
会
平
打
・

7
-
却

平
げ

-
4
・
2

至
文
堂

激
石
詩
を
読
む
会
平
口
・

6
・
1

平
口

6
・
1

鎌
倉
激
石
の
会

日
本
放
送
出
版
協
会
平
口
・

6
・
1

一
乙
門

i

ハU
-

〉

一、↑

1

ょ

1

よ

L

‘

激
石
詩
を
読
む
会
平
打
・

1
・
m

目覚
口
四
景
色

-

4

E

申

諸
国
料
川
河

会
報

-77-

会
報

会
報

会
報

会
報



⑮ 
参
考
①

⑮ ⑪
 

②
 

③ ⑮ パ1
¥シ

特
集

『
明
暗
』

〔参

考〕
雑
誌
別
一
覧

「門」
「
く
ま
も
と
激
石
倶
楽
部
・
会
報
」

草
枕

「
サ
ラ
イ
」

夏
目
激
石
(
夏
目
歌
石
・
則
天
去
私

「
解
釈
と
鑑
賞
」
(
「
国
文
学

⑬
「
激
石
研
究
」
日
号
(
終
刊
号
)

「
円
」
第
日
号

「
門
」
第
江
号

「
く
ま
も
と
激
石
倶
楽
部
・
会
報
」

「
サ
ラ
イ
」
お
巻

9
号

特
集

ジ
エ
ン
ダ

1
で
読
む
夏
目
激
石

解
釈
と
鑑
賞
」
「
国
文
学

「
解
釈
と
鑑
賞
」
初
巻

6
号
(
糊
)

「
会
報

激
石
文
学
研
究
」

解
釈
と
鑑
賞
」
)

「
会
報

激
石
丈
学
研
究
」
創
刊
号

翰
林
童
日
一
房

鎌
倉
激
石
の
会

鎌
倉
獄
石
の
会

げ
「
【

i

1
よ

FU

司
寸

1ム

1

ょ
っ
μ

平
げ
・
3
・
3

F

門

i

ハU

一〕

王

1

i

1

i

L

守

4
口す

く
ま
も
と
歌
右
倶
楽
部
平
口
・
3

出

小
学
館

至
文
堂

平
日
・

4

・
2

平

U
・
6
・
1

歌
石
詩
を
読
む
会
平
日
・
6
・

1

会
報

会
報

、与、ロ
wmド

之

Z
之
宮
ナ

- 78 



② 

「
会
報

「
激
石
研
究
」
(
小
森
陽

-
石
原
千
秋
編
「
激
石
研
究
」
)

「
激
石
研
究
」
国
号
(
終
刊
号
)

⑬ 

特
集

『
明
暗
」

「
夏
目
激
石
参
考
文
献
目
録
」
i
「
夏
目
激
石
参
考
文
献
目
録

激
石
文
学
研
究
」

2
号

別
」
補
記

激
石
詩
を
読
む
会
平
口
・

1
・

m

翰
林
書
房

F

7

1

・
5

τ「

1

i

1

よ

η
4

以
前
に
発
表
し
た
「
夏
目
激
石
参
考
文
献
目
録
」
(
「
国
一
諸
国
文
学
誌
」
初
号
平
成

2
年
ロ
月
)
、
「
夏
目
激
石
参
考
丈
献
目
録

E
1
氾」

(
「
広
島
女
学
院
大
学
日
本
文
学
」
創
刊
号
1
日

号

平

成

3
年
7
月
1
平
成
ロ
年
7
月
)
、
「
夏
目
激
石
参
考
丈
献
目
録
沼
」
(
「
国
語
国
丈
学

誌
」
辺
号
平
成

H
年
ロ
月
)
「
夏
目
激
石
参
考
文
献
目
録
四
」
(
「
広
島
女
学
院
大
学
日
本
丈
学
」
日
号
平
成
日
年
7
月
)
「
夏
目
激
石
参

考
丈
献
目
録
四
」
(
「
国
語
国
文
学
誌
」
お
号
平
成
日
年
ロ
月
)
、
「
夏
目
激
石
参
考
文
献
目
録

H
1
刊
」
(
「
広
島
女
学
院
大
学
日
本
文
学
」

日
号
1
日
号
平
成
同
年
ロ
月
l
平
成
町
年
ロ
月
)
の
遺
漏
、
誤
記
に
つ
い
て
の
補
記
を
次
に
掲
載
す
る
。
補
記
の
作
成
に
あ
た
っ
て
、
今
回

も
多
く
の
方
々
の
ご
教
示
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

単
行
本
の
部

① 

『
新
篇

『
新
篇

坊
ち
ゃ
ん
』
(
『
新
篇

坊
っ
ち
ゃ
ん
』
(
尾
崎
士
郎
選
集

坊
っ
ち
ゃ
ん
』
)

尾

出奇

士

自日

著

@ 

自奇

郎

著

尾

士

第
三
巻
)

※
改
訂
、
追
加
の
箇
所
に
、
傍
線

(
1
1
)
を
付
し
た

平
凡
社

世
間
書
房

刀
口
門
/
・

=
u
a
u

n口
1
よ

昭

2
・

6
-
m
③ 11 @ 
4、8B /J、日召
，5t 14 言見 14

8 8 

21 21 
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③ ④ ⑤ ⑥ 
点主¥

¥1ノ⑧ ⑤ ① 

尾尾鷲日ド却叩V中野
上
記
念

沢特
集

自奇

士

山奇

士

田

小
菊
太

広

山

局

郎郎司明

著

『
新
編
坊
ち
ゃ
ん
」

著

『
新
編

坊
ち
ゃ
ん
』
上
巻
・
下
巻

著

「
自
分
を
深
め
ろ
!

激
石
の
仕
事
論
に
学
ぶ
』

人
生
を
拓
け
!

著

『
贋
作
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
殺
人
事
件
』

著

「
夏
目
激
石
の
修
善
寺
』

英 法
政
大
学
能
楽
研
究
所
「
草
枕
」
(
新
作
能
「
草
枕
」
)

著

「
激
石
と
寅
彦
』

雑
誌
特
集
の
部 彦

「
激
石
の
夏
休
み
」
を
今
、
体
験
す
る

「
一
個
人
」

2
巻

8
号
(
日
号
)

山
白
書
庖

刀口
Q
U
・

4
ま
・

R
U

E

-

4

1

 

CDII ⑤ 11 ②11 
寸、日召 11ノj、自自
三見1411言見14

①11 
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